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課題名
1８ラグーン式畜舎排水処理施設の調査

ラグーン式排水処理による豚舎汚水の浄化
分類 』〉

試験研

究年次
2年（繰上げ完了）

Ｉ目的

県内の養豚農家に新設された複合ラグーン式畜舎排水処理施設の処理能
力を調査し、技術指導に役立てる。

１１カ月間）2年５月～３年３月（１回／月，
岡県田川郡Ａ畜産

時飼養頭数３，０００頭（平均６０kg体重換算）
名称複合ラグーン式畜舎排水処理施設
系①畜舎汚水（約30,3）→②原水槽（30,3）→③固液分離（スクリ
ーン)→④流量調整槽（30,9)→⑤ラグーン（１，２９６mき：浄化処
理）→⑥放流調整槽(30,3）→⑦土壌浸透蒸散処理
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査６調査方法

７調査項目（１）聞き取り調査処理施設の管理状況、処理経費
(2)水質調査ｐＨ、透視度、BOD(生物化学的酸素要求童)、

処理調査

SS(浮遊物)、Ｔ-Ｎ(ｹﾙﾀ､-Ｉ窒素）等

Ⅲ主要成果の概要

１

従来の活性汚泥法に比べ、本施設
い傾向が認められるが、処理水の水
優れているため、今後、畜舎排水処

はうグ

質は良
理施設

ン内の汚泥沈降速度はやや涯
好であり、特に、窒素の浄化に
として普及できる。

ﾗゲー ﾝの管理にはｾﾝｻー による自動制御フ・ログ､ﾗﾑｼｽﾃﾑが採用されており、
農家が管理しやすい。

２汚水浄化の指標を示すBOD、ＳＳ
去率（93％）が優れている ０

、T-N等は良く浄化され、特に、Ｔ－Ｎの除

３土壌浸透蒸』散処理施設に流入するラク"－
少なく（いづれの時期でも100,8／1以下）
認められない。

ﾝ処理液の水質は、特に、ＳＳか
、目詰まりによるトラフ､･ルは全く
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Ⅳ主要成果の具体的データ
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Ｖ成果の評価と取扱上の留意点

１ラグーン式による汚水処理と土壌浸透蒸散処理体系は、処理水の放流が困
難な農家に適している。

２ラグーンの浄化化機能を十分に発揮させるためには、ラク､､－ﾝ内のＳＶ，ＮｌＳＳ等
に注意し、余剰な汚泥は抜き取る。

３維持貧が当初計画に比べて３８，０００円（１９％）高くなったのは、種々な試運
転（曝気時間や曝気量の増減等）を行ったためである。

Ⅵ今後の研究上の問題点
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